
休業
４日
以上

合
計

休業
４日
以上

合
計

増
減
数

増
減
率

休業
４日
以上

合
計

2 215 217 (1) 2 243 245 -28 -11.4 100.0 (3) 6 714 720

2 215 217 (1) 2 242 244 -27 -11.1 100 (3) 6 712 718

41 41 1 30 31 10 32.3 18.9 1 81 82

食料品 25 25 20 20 5 25.0 11.5 53 53

木材木製品 3 3 2 2 1 50.0 1.4 5 5

紙・パルプ

窯業・土石 1 1 1 0.5 1 1

金属・機械 7 7 2 2 5 250.0 3.2 4 4

その他 5 5 1 6 7 -2 -28.6 2.3 1 18 19

1 1 -1 -100.0 2 2

1 1 1 0.5 2 2

24 24 19 19 5 26.3 11.1 1 74 75

土木工事業 7 7 4 4 3 75.0 3.2 27 27

建築工事業 11 11 13 13 -2 -15.4 5.1 1 33 34

木造建築業 4 4 1 1 3 300.0 1.8 9 9

設備工事業 2 2 1 1 1 100.0 0.9 5 5

24 24 (1) 1 32 33 -9 -27.3 11.1 (1) 2 64 66

6 6 9 9 -3 -33.3 2.8 22 22

1 1 2 2 -1 -50.0 0.5 3 3

2 2 -2 -100.0 3 3

1 3 4 3 3 1 33.3 1.8 11 11

9 9 12 12 -3 -25.0 4.1 37 37

1 28 29 29 29 ±0 13.4 62 62

8 8 10 10 -2 -20.0 3.7 18 18

7 7 10 10 -3 -30.0 3.2 17 17

63 63 84 84 -21 -25.0 29.0 (2) 2 318 320

前年同期 対前年

土 石 採 取 業

全 産 業 合 計

製 造 業

死
亡

接 客 娯 楽 業

死
亡

建 設 業

商 業 （ 卸 ・ 小 売 ）

道 路 貨 物 運 送 業

内

訳

清 掃 業

そ の 他 の 事 業

漁 業

陸 上 貨 物 取 扱 業

そ の 他 の 運 輸 業

港 湾 荷 役 業

林 業

業種別労働災害発生状況

釧路労働基準監督署

業種
割合
（％）

除く鉱業計

令和５年６月末現在

　 本統計は労働者死傷病報告書（休業4日以上）及び死亡災害速報により集計したものである。
　 死亡欄の（　）内は交通事故で内数である。

令和４年（確定）

鉱 業

内

訳

令和５年（６月末）

死
亡

　　　　区分

　業種別



　　　　　　　　　　　　　　令和５年 死亡労働災害発生状況
令和５年６月末現在
釧路労働基準監督署
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　　　　　　　　　　　　　　令和４年 死亡労働災害発生状況

番
号

発生月
業
種

災    害    発    生    概    況
事故の型
起  因  物

4 10月
警
備
業

　国道２７２号線上において、釧路方面に向かっていたワゴン車が路上に飛び出した鹿と衝
突、そのはずみで反対車線にはみだし、対向走行してきたトラックと正面衝突したもの。ワゴン
車に乗車していた２名が死亡、トラックに乗車していた１名が重傷を負った。

交通事故

その他の環境等

※　本件事例は脳・心臓疾患、ウイルス感染症等によるものは掲載していません。

2 ５月

道
路
貨
物

運
送
業

　被災者は、ダンプトラックを運転し、出稼ぎ先の配送先（愛知県）にて運搬した砕石を降ろす
際に、貯蔵サイロの空きを確認するためサイロ上部のコンベヤーを覆う扉を開け、内部を覗き
込んだときに、扉とコンベヤー上を動くトリッパーの間に挟まれ、外傷性窒息により死亡した。

はさまれ、巻き込まれ

コンベア

3 ６月

建
築
工
事
業

　被災者は、冷凍倉庫屋根の改修工事現場において、何らかの原因により、屋根の端部から
地上まで、途中、足場に引っ掛かりながら約７ｍ墜落し被災したもの。被災者は昏睡状態のま
ま入院治療を継続していたが、約２か月後に死亡した。

墜落、転落

屋根、はり、
もや、けた、合掌

※　本件事例は脳・心臓疾患、ウイルス感染症等によるものは掲載していません。

1 ５月

道
路
貨
物

運
送
業

　被災者は、ダンプトラックを運転して国道２７４号線を釧路市阿寒町へ向けて走行中、何らか
の原因により車両が横転して路外に逸脱し、運転席から投げ出された被災者が車両の下敷き
となったもの。

交通事故

トラック

1 ２月
卸
売
業

　被災者は、大型円形搾乳機（ロータリーミルキングパーラー）の修理作業のため、前日深夜
から単独で現場に入場していた。翌朝、機械の内側に入って作業を再開していたが、その後、
駆動モータ付近で頭部から血を流して倒れているところを牧場関係者に発見されたもの。

はさまれ、巻き込まれ

2 ３月
林
業

　被災者は、道有林内でチェーンソー及び伐木機械を用いて伐木作業を行っていた。作業終
了時刻になっても被災者が土場に戻ってこないのを不審に思った同僚が様子を見に行ったと
ころ、伐倒木（樹種：センノキ、樹高：約１２ｍ、胸高直径：２６ｃｍ）の近くで倒れている被災者を
発見したもの。
　伐倒木は、追い口の途中から高さ約3.5mにわたり幹が裂け上がっており、退避する間もなく
木元に激突されたものと推定される。

激突され


